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食品中の 
放射性物質対策 野菜の検査結果の推移（〜平成27年1月26日） 

• 平成24年度以降は、100ベクレル/kg超はごくわずかであ
り、平成25年度以降は基準値超過無し。 
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放射性セシウム (ベクレル/kg) 
（注）・平成27年1月26日までに厚生労働省が公表したデータに基づく。（ ）内は検査点数。 

 ・検出下限値未満は25ベクレル/kg以下として集計。 
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農林水産省 農林水産省「農林水産現場における対応」より作成 

野菜の検査の 2012（平成 24）年度以降の結果を見ると、2012（平成 24）年度には
約 1万 9,000 点を検査し、基準値を超過したものはわずか 5点です。なお、この 5点の
うち 2点は汚染された被覆資材を使用したことによる超過の可能性が高いと考えられて
います。また、2013（平成 25）年度以降は 2015（平成 27）年 1月末までで約 3万 5,000
点を検査し、基準値を超過したものはなく、野菜については高い値が出ることは例外的に
なってきています。

本資料への収録日：2013 年 3月 31日
改訂日：2014 年 3月 31日
	 ：2015 年 3月 31日

本情報は 2012 ～ 2014 年度の情報です。

関連Q&A
・1章QA41	 学校給食に使用される野菜は大丈夫ですか
・4章QA3	 農林水産物の安全性を確保するためにどのような取組がとられているのですか

環境省「放射線による健康影響等に関する統一的な基礎資料（平成26年度版）」　第4章　食品中の放射性物質
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食品中の 
放射性物質対策 

• 平成23年度、事故直後に樹体に降下・付着した放射性セシウムの影響
から、100ベクレル/kg超が1割弱みられた。 

• 平成24年度は、100ベクレル/kg超の割合はごくわずかであり、平成
25年度以降は基準値超過無し。 

果実の検査結果の推移（〜平成27年1月26日） 
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放射性セシウム (ベクレル/kg) 

73％ 
(2,004) 

（注）・平成27年1月26日までに厚生労働省が公表したデータに基づく。（ ）内は検査点数。 
 ・検出下限値未満は25ベクレル/kg以下として集計。 農林水産省「農林水産現場における対応」より作成 農林水産省 

果実についても、2012（平成 24）年度の結果を見ると、約 4,500 点検査し、基準値
である 100 ベクレル /kg を超過したものは 13点であり、100 ベクレル /kg 超が 1割弱
見られた 2011（平成 23）年度に比べ、基準値超過はほとんど見られなくなりました。
また、2013（平成 25）年度以降は 2015（平成 27）年 1月末までで約 7,000 点を検査し、
基準値を超過したものはありません。これは、福島県などにおける果樹を一本一本除染す
る取組などにより、放射性物質の低減が図られるとともに、基準値を超える可能性が高い
地域・品目について、適切に出荷制限が指示された結果と考えられます。

本資料への収録日：2013 年 3月 31日
改訂日：2014 年 3月 31日
	 ：2015 年 3月 31日

本情報は事故当時（2011 年）～ 2014 年度の情報です。

関連Q&A
・4章QA3	 農林水産物の安全性を確保するためにどのような取組がとられているのですか

環境省「放射線による健康影響等に関する統一的な基礎資料（平成26年度版）」　第4章　食品中の放射性物質




